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①�　

入
札
時
の
質
問
回
答
書
で

「
１
期
工
事
の
棟
ご
と
、
完

成
引
き
渡
し
は
い
つ
か
」
と

い
う
質
問
に
町
は
「
小
中
教

室
棟
、
交
流
・
ア
リ
ー
ナ
棟
、

平
成
26
年
度
３
月
中
」
と
回

答
し
て
い
る
。

②�　

教
育
委
員
会
が
「
工
期
の

延
長
は
工
事
の

遅
れ
に
よ
る
、

施
行
者
の
負
担

で
実
施
す
る
よ

う
強
く
願
う
」

と
町
長
あ
て
に

意
見
書
を
出
し

て
い
る
。

③�　

総
務
文
教
委

員
会
に
て
施
工

者
の
営
業
担
当

は
「
工
事
の
遅

れ
の
責
任
を
と
れ
と
い
う
な

ら
、
違
約
金
に
な
る
の
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
が
責
任
は

と
る
。」
と
発
言
さ
れ
た
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
町
が

す
べ
て
を
負
担
す
る
こ
と
に
は

反
対
す
る
。

　

ほ
か　

今
村
定
一

�

関
　

忠

夫

　

文
教
施
設
整
備
補
正
に
つ
い
て
は
当
初

必
要
と
し
な
い
経
費
で
あ
っ
た
が
、
文
教

施
設
建
設
に
着
手
予
定
が
当
初
７
月
７
日

入
札
予
定
が
不
調
に
終
り
、
入
札
が
９
月

下
旬
に
な
っ
た
。
工
事
着
手
に
４
ヶ
月
遅

れ
た
た
め
に
今
冬
も
工
事
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

　

平
成
２６
年
４
月
開
校
に
む
け
て
冬
期
間

も
工
事
を
含
め
た
機
械
の
設

置
作
業
を
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
補
正

で
あ
る
の
で
賛
成
し
ま
す
。
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野

雅

人

①�　

ま
ず
出
費
を
減
ら
す
努

力
を
。

②�　

工
事
行
程
に
無
理
が
あ

れ
ば
開
校
を
ず
ら
す
。

　

例
え
ば
９
月
開
校
な
ら
、

仮
設
通
路
等
設
置
工
事
費

〈
約
４
５
０
０
万
円
〉は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
一
部
開
校
の
合
理
的
理
由
が
理
解

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
補
正
予
算
の
考

え
方
に
は
大
反
対
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

を
否
決
す
る
と
、
雪
降
り
前
の
工
事
現
場

に
混
乱
と
遅
れ
を
招
き
ま
す
。

　

開
校
時
期
の
再
検
討
を
強
く
要
望
し
、

現
場
作
業
を
優
先
す
べ
く
、
嫌
々
な
が
ら

賛
成
し
ま
す
。

反対
賛成

討
論

そ
の
他
の
議
案

⃝�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

専
決
処
分

　

台
風
18
号
被
害
の
応
急
復
旧
費
が
主

な
も
の
。
約
５
１
９
５
万
円
を
追
加
。

　
　

�
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（
賛
成
全
員
）
可
決

⃝�
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

専
決
処
分

　

三
俣
地
域
振
興
対
策
費
と
台
風
18
号

被
害
復
旧
の
増
額
が
主
な
も
の
。
約
２

６
２
０
万
円
を
追
加
。
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（
賛
成
全
員
）
可
決

⃝�

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
専
決
処
分

　

４
７
０
万
円
を
追
加
。

　
　

�
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（
賛
成
全
員
）
可
決

⃝�

三
俣
『
道
の
駅
』
建
築
工
事　

変
更
契
約
の
締
結

　

約
７
４
３
万
円
の
増
額
。

　
　

�
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（
賛
成
全
員
）
可
決
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